


－ 227－

ⅰ　�圧縮機の吸音材を固定している紐を

外し、吸音材を取外してください。

図 1　圧縮機の吸音材取外し

図 2　圧縮機周辺部品の取外し

ⅱ　�ナット（1個）を外し、ターミナルカバー

を取外してください。

　　�圧縮機の配線（U,V,W相）を取外してく

ださい。（〇部）

ⅲ　��クランクケースヒータを取外してくださ

い。（□部）

ⅳ　�パイプインシュレーションを取外し、吐

出管温度センサを外してください。

ⅴ　�ボルト（1個）を外し、オイルセパレー

タの配管と油戻し回路の配管を固定して

いるブラケットを外してください。

　　（〇部）

ⅵ　�圧縮機固定ナット（2個）を外してくだ

さい。（〇部）

ⅶ　�SV6電磁弁コイルをブラケットに固定し

ているねじ（2個）を外してください。

　　（〇部）

　　�必要に応じて、吸入管を固定しているブ

ラケットを外し、配管を動かせる様にし

てください。（点線部）

⑶　圧縮機
3-1　サービスパネル、フロントカバー、サイドカバー、リアパネル、トップパネルの取外し

※パネルの脱着に関しては⑴パネルを参照してください。

3-2　圧縮機の吸音材、周辺部品の取外し

ⅱ

ⅲ ⅳ

ⅵ

ⅴ

ⅶ
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ⅰ　�吸入配管の溶接部近傍で配管を切断、または溶

接で外してください。（□部）

ⅱ　�配管を 2箇所溶接で外してください。（〇部）

ⅲ　�圧縮機を取外してください。

ⅳ　�オイルセパレータを固定しているボルト（3個）

を外し、オイルセパレータを取外し、新しい圧

縮機に取付けてください。

ⅴ　�新しい圧縮機を取付けて配管を溶接で接続して

ください。

ⅵ　�取外した部品や配線を元通りに取付けてくださ

い。

※�溶接時、周囲の部品を過熱しないように注意して

ください。

3-3　圧縮機の交換

⒜ 配管取外し箇所

⒝ 取外し後 ⒞ 圧縮機
（取外し後 )

(d) オイルセパレータアセンブリ固定箇所

図 3　圧縮機の取外し
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ファンガード

ⅰ　�ねじ（４個）（〇部）を外し、ファンガー

ドを取外してください。

ⅱ　�ファンナット（□部）を取外し、ファ

ンプロペラを取外してください。

⑷　ファン＆ファンモータ
4-1　サービスパネルの取外し
　　　※パネルの脱着に関しては⑴パネルを参照してください。

4-2　ファン＆ファンモータの交換

図 1　ファンガード、ファンプロペラ取外し

図 2　ファンモータ交換と配線固定箇所取外し

⒜ファンガード取外し

⒜コネクタ、配線固定部①

⒟ファンモータ交換

⒝ファンプロペラ

⒝配線固定部②

⒞配線固定部③

ⅲ　�制御基板からファンモータのコネ

クタを外してください。

ⅳ　�ファンモータ配線を固定している

　　�バンドやクランプ類を取外してく

ださい。

ⅴ　�ファンモータを固定しているねじ

（4個）（〇部）を外し、ファンモー

タを取外してください。

ⅵ　�新品のファンモータを取付けてく

ださい。

ⅶ　�取り外した部品を元通りに取付け

てください。

　　［締付トルク］

　　・ファンナット：7.0 ～ 7.7 [N・m]

　　・ファンモータ取付ボルト

� ：0.69 ～ 0.82[N・m]

※下側ファンモータも手順は同様です。
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冷媒回収作業時の注意事項
　・�冷媒回収に先立ち移設ポンプダウンを行う場合、室外温度が高い所や障壁物のある環境では正常終了できずに、エラー

表示となり異常停止することがあります。
　・�室内ユニット /室外ユニットの撤去時および廃棄時には、配管の取外し前に冷媒回収を確実に実施し、室内ユニット /

室外ユニットおよび接続配管の冷媒回路内に冷媒残存がないようにしてください。
　・�冷媒回収作業時は火気厳禁を原則とし、火気使用の際には冷媒回路内に冷媒残存なきことを確認してください。
　・�液操作弁、ガス操作弁および四方弁近傍のチェックジョイントの 3か所から冷媒を回収してください。
　・�冷媒回収する際には、チャージホースの接続を確実にし継手からの冷媒漏えいを防いでください。
　　また回収運転終了後に残圧が再び上昇しないかをチェックし、上昇する場合には再度回収運転を実施してください。
　・�冷媒回収は以下の順序で進めてください。

[STEP1]
　・�遮断弁が接続されている場合は以下に従って冷媒を回収してください。
　　�冷媒回収中に空調機が運転開始し圧縮機が運転することがないように、必ずリモコン操作を禁止するか、
　　室外ユニットの7セグメント[P07]設定を0に設定し、CNS1コネクタを開放させて運転禁止となるようにしてください。

　　�①　�室内ユニット、室外ユニットどちらも電源ONの状態で、室内ユニットと室外ユニットの動作が停止していること
を確認してください。

　　　　電源をOFFとしてしまうと、漏えい個所以外の位置にある遮断弁も閉じて、冷媒の回収ができなくなります。
　　　　冷媒漏えいが発生した室内ユニットの電源をOFFにしている場合、そのままの状態としてください。
　　　　電源を再びONにすると、遮断弁が開き、冷媒が再び漏えいする可能性があります。

　　②�　室外ユニット制御基板 1のスイッチ（下表参照）をONにし、冷媒回収時遮断弁全開モードに設定してください。
　　　�　�冷媒漏えいが検知されていない室内ユニットの遮断弁が閉じている場合があるため、冷媒回収時遮断弁全開モード

に設定して遮断弁を開きます。
　　　　一方で冷媒漏えいが検知し閉じられた安全遮断弁は、冷媒回収時遮断弁全開モードを実行しても開きません。

　　③　下図の通り、残存する冷媒を回収してください。
　　　　冷媒回収時は、液ガス双方のサービスポートから冷媒を回収してください。
　　　　冷媒回収した際に、エラーコード [E49]：低圧異常が表示されることがありますが、冷媒回収を継続してください。
　　　　復旧作業が完了し、電源を入れなおした際に表示が消えます。

　　④　冷媒漏えいが発生した室内ユニットの電源を一度OFFにし、再びONにしてください。
　　　　電源をONにすると、冷罵漏えいした室内ユニットにつながる安全遮断弁が開きます。

　　・�室内ユニット側の電源を入れることができない場合
　　　�安全遮断弁は室内ユニット側圧力＞室外ユニット側圧力の場合、逆止弁とキャピラリを介して冷媒を回収することが

できます。
　　　�キャピラリを介するため回収速度は遅くなるため、回収後、残圧上昇の有無を十分確認して回収を完了するようにし

てください。

[STEP2]
　　①　室外基板の 7セグメント [P07] 設定を一時的に 12 に設定し、室外基板上の外部入力端子CNS1 コネクタを
　　　　短絡し室外ユニットの電子膨張弁を全開にしてください。全開までに約 1分必要です。
　　②　1分以上経過したら、冷媒回収作業中に空調機が運転ONとなり、圧縮機が運転することがないように
　　　　室外ユニットの電源をOFFしてください。
　　③　冷媒を回収してください。回収後は①の作業で変更した 7セグメント、CNS1コネクタを元通りに戻してください。

室外ユニット容量 冷媒回収時遮断弁全開モードスイッチ
6馬力以下 室外ユニット制御基板 1の SW3-4
8 馬力以上 室外ユニット制御基板 1の SW5-4

15. 冷媒回収／部品交換後の気密試験の手順・注意事項
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部品交換後の気密試験
　・室外ユニットの冷媒回路を構成する部品交換時は以下の手順に沿って室外ユニットの気密検査を行い、
　　　真空引きを行ってから冷媒を封入して復旧させてください。
　　　　①　�室外ユニットの電源を投入し、7セグメント [P07] 設定を一時的に 12 に設定し、室外基板上の外部入力端子

CNS1 コネクタを短絡し室外ユニットの電子膨張弁を全開にしてください。全開までに約 1分必要です。
　　　　②　�1 分以上経過したら、作業中に空調機が運転ONとなり、圧縮機が運転することがないように室外ユニットの

電源をOFFしてください。
　　　　③　�室外ユニット内のろう付作業を行う際は液操作弁、ガス操作弁および四方弁近傍のチェックジョイントを使用

して窒素置換を行ってください。
　　　　④　�室外ユニット内の気密検査は液操作弁・ガス操作弁両方を閉じて、四方弁近傍のチェックジョイントから加圧

してください。
　　　　⑤　�下記に従って全箇所 4.15MPaで気密試験を行い漏れがないことを確認してください。
　　　　　ア　�0.5MPa まで加圧したところで、加圧を止めて５分間以上放置し、圧力の低下のないことを確認ください。
　　　　　イ　�次に 1.5MPa まで加圧し、再び５分間以上そのまま放置し、圧力の低下のないことを確認ください。
　　　　　ウ　�その後、設計圧力 (4.15MPa) まで昇圧してください。加圧終了後、窒素ボンベとゲージマニホールドのバ

ルブを閉じてください。
　　　　　エ　補修のため溶接した個所、フレア部等に発泡試験液等を用いて漏れ箇所がないか確認してください。
　　　　　オ　�ア～エの確認で泡の発生または圧力低下が認められたものには漏れがあります。必ず補修し、再度気密試験

を実施してください。
　　　　⑥　�気密試験後の真空引きを必ず実施ください。
　　　　　・現地配管・室内側の補修後の気密検査は据付工事説明書に従って行ってください。
　　　　　　�遮断弁を使用しており、一度でも遮断弁に給電した場合は室外ユニットの電源をONし、冷媒回収時遮断弁全

開モード（SW3-4 を ON）して遮断弁を開にしてください。
　　　　　　作業中に空調機が運転開始し圧縮機が運転することがないように、必ずリモコン操作を禁止するか、
　　　　　　�室外ユニットの 7セグメント [P07] 設定を 0に設定し、CNS1コネクタを開放させて運転禁止となるように

してください。
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16. 標準運転データ
※代表運転点を示す。
冷房定格

室内	 27℃DB/19℃WB	 配管長	 7.5m

室外	 35℃DB/24℃WB	 接続容量	 100%

省エネモード	 スタンダード	 接続室内機	 FDT

暖房定格

室内	 20℃DB/15℃WB	 配管長	 7.5m

室外	 7℃DB/6℃WB	 接続容量	 100%

省エネモード	 スタンダード	 接続室内機	 FDT

暖房低温

室内	 20℃DB/15℃WB	 配管長	 7.5m

室外	 2℃DB/1℃WB	 接続容量	 100%

省エネモード	 スタンダード	 接続室内機	 FDT

機種
圧縮機回転数 高圧圧力 低圧圧力 吐出菅温度 吸入管温度 吹出温度

rps MPa MPa ℃ ℃ ℃
1121LXZ 77 3.03 1.03 91.0 11.9 15.4
1401LXZ 100 3.33 1.01 105.0 14.0 14.9
1601LXZ 92 2.89 0.95 104.2 20.5 12.4

機種
圧縮機回転数 高圧圧力 低圧圧力 吐出菅温度 吸入管温度 吹出温度

rps MPa MPa ℃ ℃ ℃
1121LXZ 110 2.67 0.64 105.0 2.2 37.7
1401LXZ 110 2.58 0.64 104.2 2.2 37.7
1601LXZ 120 2.66 0.65 105.0 2.7 45.3

機種
圧縮機回転数 高圧圧力 低圧圧力 吐出菅温度 吸入管温度 吹出温度

rps MPa MPa ℃ ℃ ℃
1121LXZ 110 2.47 0.54 105.0 -2.3 35.6
1401LXZ 110 2.40 0.54 105.0 -2.3 35.7
1601LXZ 120 2.46 0.55 105.0 -1.8 42.3
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PCA002Z075

注⑴　「耐重塩害仕様」は日本冷凍空調工業会標準規格 JRA9002 に基づいています。
⑵　上表にて＿＿下線は標準機仕様と異なる点を示します。

仕　　　様
塗装用亜鉛メッキ綱板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）
Zn-Al-Mg 合金メッキ鋼板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装

※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）
鉄線＋樹脂コーティング
鉄線＋樹脂コーティング

プラスチック
亜鉛メッキ鋼板＋プラスチック＋防錆剤塗布

塗装用亜鉛メッキ綱板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

高耐食仕様プレコートアルミ（青色）
銅管＋防錆剤塗布

亜鉛メッキ鋼板＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
鋼管・銅管＋焼付塗装＋防錆剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布
CEM3銅張積層板＋防湿剤塗布

塗装用亜鉛メッキ綱板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

塗装用亜鉛メッキ綱板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）

塗装用亜鉛メッキ綱板＋塗装　下塗：カチオン電着塗装　上塗：ポリエステル系塗料粉体塗装
※塗装色　スタッコホワイト（マンセル 4.2Y7.5/1.1 近似）
ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理＋フッ素コーティング
ステンレス＋亜鉛コーティング＋クロメート処理＋フッ素コーティング

鉄鋼＋亜鉛コーティング＋クロメート処理
ステンレス＋不動態化処理
標準機仕様と同じ

外 側

内 側

部 品 名

外 板

底 板

フ ィ ン ガ ー ド
フ ァ ン ガ ー ド
フ ァ ン
フ ァ ン モ ー タ

モ ー タ ベ ー ス

フ ィ ン
配 管
側 板

圧 縮 機
ア キ ュ ム レ ー タ
レ シ ー バ

制 御 基 板
I N V 基 板
ノイズフィルタ基板

電 装 品 箱

仕 切 板

操 作 弁
ブ ラ ケ ッ ト

ね じ

他（ 機 能 品， 銘 板 ）

熱 交 換 器

基
板

17. 耐重塩害仕様室外ユニット
耐重塩害仕様室外ユニットを受注生産品としてシリーズ化しています。商品ご注文時、耐重塩害仕様室外ユニット
としてご注文してください。
Ⅰ　仕　　様

• 一体形
1　形式：
●形式記号　（例）FDCSP1601LXZ

2　仕様 耐重塩害仕様

FDCSP1121，1401，1601LXZ

3　据付時のご注意
a）	 建物の風下や軒下等に設置してください。
b）	 海岸線に設置する場合直接潮風が当たらないように防風板等を設けてください。
c）	 水はけのよい場所に設置してください。
d）	 据付時についた傷は補修をしてください。
e）	 �取外したサービスパネル取付のねじは、作業終了後に確実に締付けられていることを確認してく

ださい。
4　メンテナンス時のご注意
シーズンオフなどで長期間ユニットを停止する場合はユニットにカバーを掛ける等の処置をしてください。
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（B）据付場所について

直接風が当たるところ（設置環境により条件が変わります。）

（C）設置距離目安

H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等 H：耐重塩害仕様　L：耐塩害仕様　※1 瀬戸内海等

設置する地域 設置距離目安
300m 500m 1km

内海に面する地域※1

外洋に面する地域

沖縄・離島

耐重塩害仕様

潮風の影響を受ける場所
ただし，塩分を含んだ水が直接室外ユニットにかからない場所

・室外ユニットに雨があまりかからない場所
・潮風が直接当たる場所
・室外ユニットの設置場所から海までの距離が約300m以内に
ある場所
・室外ユニットが建物の表（海岸面）になる場所
・室外ユニット設置場所付近のトタン屋根、ベランダの鉄製部の
塗り替え等が多い場所

－

L

L

直接風が当たらないところ（設置環境により条件が変わります。）

設置する地域 設置距離目安
300m 500m 1km

内海に面する地域※1

外洋に面する地域

沖縄・離島

L

L

L

－

海水飛沫および潮風に直接さらされることを極力回避するような場所へ設置してください。また、波しぶき
等が直接かかる場所への設置は避けてください。
外装パネルに付着した海塩粒子が雨水によって十分洗浄されるようにしてください。室外ユニットには日除
け等を取付けないなど配慮してください。
室外ユニット底板内への水の滞留は、著しく腐食状態を促進させるため、底板内の水抜け性を損なわないよ
うに、傾き等に注意してください。
海岸地帯への据付品については付着した塩分等を除去するために定期的に水洗いを行ってください。
据付、メンテナンス等で付いた傷は、補修してください。
機器の状態を定期的に点検してください。必要に応じて再防錆処置や部品交換等を実施してください。
基礎部分の排水性を確保してください。

a)

b)

c)

d)
e)
f)
g)

据
付
場
所

設
置
場
所
条
件

潮風

海

（D）据付上の注意（維持管理）

H

H

H

H

H

H

H

H

H

H

Ⅱ　据付場所について

Ⅲ　設置距離目安

Ⅳ　据付上の注意（維持管理）
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